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博報堂、野菜を食べるのがもっと楽しくなる食育フォーク「pacoo」を開発 

～子どもの野菜の記憶をポジティブにする、新しい食体験を提案～ 

 

 株式会社博報堂（東京都港区、代表取締役社長：水島正幸）は、自主開発プロダクトとして、野菜を食べる

のがもっと楽しくなる食育フォーク「pacoo（パクー）」を開発しましたのでお知らせいたします。（商標登録出願中） 

 

「pacoo」はフォーク型の食育デバイスで、多くの子どもが苦手とする野菜を子どもが食べるタイミングに合わせて流れ

る音で「食べるモチベーション」を刺激し、楽しく野菜を食べる経験を通じて子どもたちの「野菜嫌い」を解消します。

「pacoo」の企画に当たっては、「真似をしたがる」「遊びだと前向きになる」など、子どもの生活シーンの観察から、子ど

ものやる気に関するインサイト仮説を設定し、そこに子どもが本能的に好む音やリズムを掛け合わせることで食へのモチ

ベーションを刺激する博報堂独自の「pacooメソッド」を開発しました。このプロトタイプは、今後ご利用者のニーズに合

わせて改良をしていく予定です。 

「pacoo」は、博報堂社内の二つのプロジェクトチーム、サイエンス発想で人の能力を高めるメソッドやプロダクトの開

発を行う「Human X (ヒューマンクロス)」と、こどもごころに着目し生活者向けコンテンツを通じて社会に価値観の提

示やムーブメントの創造を行っている「博報堂こどもごころ製作所」が協働し、公立はこだて未来大学（北海道函館

市、情報アーキテクチャ学科：塚田浩二准教授）の協力を得て開発しました。 

なお、3月 11日よりアメリカ・テキサスで開催されるテクノロジー・スタートアップのイベント「サウス・バイ・サウス・ウエス

ト（SXSW）2018」のトレードショーにおいて、博報堂ブースにて、「にんじん」「ブロッコリー」「なす」「トマト」の 4種類

の野菜に応じた体験展示をいたします。 

   

博報堂は従来型の広告領域にとどまらず、今ある技術と生活者を結びつけることで生活の中に新しいシーンをつくり、

新しい市場の開拓を目指すプロダクトの提案・開発を今後も積極的に行ってまいります。 

※本デバイスの報道関係者の日本での体験会ご希望は、SXSW終了後にお受けいたしますのでお問い合わせく

ださい 

 《本件に関するお問い合わせ先》 

株式会社博報堂 広報室 江渡       TEL：03-6441-6161 



■pacoo（パクー）とは 

■pacoo（パクー）とは 

食べるタイミングに合わせて流れる、オノマトペ（擬声語や擬態語）の音やリズムで、子どもの「食べるモチベーション」

を刺激して、野菜を食べるのがもっと楽しくなる食育フォークです。ものごころがつく前の子どもの野菜の記憶をポジティブ

にし、今までにない食べる歓びを感じられる、新しい食体験を提案します。 

 

■Human X (ヒューマンクロス)とは 

ヒューマンクロスは、サイエンス発想で人の能力を高める研究・開発を行う社内プロジェクトチームです。主に五感に訴

えるクロスモーダル（感覚相互作用）研究を中心としたプロダクト・ソリューションに関する研究・開発を行っています。

もっとキレイな線が描けるように、嫌いな野菜が好きになるように、今までできなかったことができるように、今まで苦手だ

ったことが好きになるように、サイエンスでひも解き、生活の中で活きるカタチを作っています。わたしたちは、研究の先に

あるひろがりを想像しながら、サイエンス発想で生活革新を届けていきます。 

 

■博報堂こどもごころ製作所とは  

博報堂こどもごころ製作所は、広告会社ならではの発想やコミュニケーションスキルを使って、世の中を好転させる新し

い価値を打ち立てようとしている社内プロジェクトチームです。人が本来持っているはずの豊かな好奇心、あるいは日本

人が本来持っている繊細かつ鋭敏な五感。こどもごころ製作所はこうした私たちが本来持っている、しかし、忘れがちな

感性や視点を「こどもごころ」と定義し、企業と、生活者と、社会の、豊かなコミュニケーションを開発しています。 

 

 

 

 


